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（申請書様式１）
競争参加資格確認申請書
平成　　年　　月　　日
支出負担行為担当官
　福島地方環境事務所長　殿
	
	住所
	
	

	
	商号又は名称
	
	

	
	代表者氏名
	
	印


平成２９年１２月２７日付けで公告のあった「平成２９年度中間貯蔵（大熊工区）廃棄物貯蔵施設工事」及び「平成２９年度中間貯蔵（双葉工区）廃棄物貯蔵施設工事」に係る競争参加資格について確認されたく、下記の書類を添えて申請します。
なお、入札説明書４（競争参加資格）の(1)、(2)、(3)、(5)、(10)及び(12)の条件をすべて満たしていること及び添付書類の内容については事実と相違ないことを誓約します。
記
1． 入札説明書７(6)ア、イに定める入札参加者（企業）の実績、配置予定技術者等の能力（様式１、２）
２．入札説明書７(6)ウに定める技術提案書（様式３－１～３－６）

（添付書類頁数：全○○）
	
	問い合わせ先
	

	
	担当者
	○○　○○

	
	部　署
	○○○○　○○支店

	
	連絡先
	〒




（様式１）
入札参加者（企業）の実績
入札説明書4(6)に掲げる以下のア又はイ、かつウの実績について記載
1 平成14年4月1日以降に元請けとして完了した、延べ床面積2,000㎡以上の工場、倉庫の新設工事の実績
2 平成14年4月1日以降に元請けとして完了した、延べ床面積1,000㎡以上の鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造又は鉄筋コンクリート造の建築物の新設工事の実績
3 元請けとして完了した又は受注した環境省における中間貯蔵施設区域内における施工の実績（保管場設置等工事・土壌貯蔵施設等工事・減容化処理施設）
	同
種

工

事

の

施

工

実

績
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○○年○○月○○日 ～ 平成○○年○○月○○日

	
	受注形態等
(※1）
	単体・○○共同企業体（構成員：○○）（出資比率：○○％）

	
	CORINSへの登録
(※2)
	有（登録番号：○○○－○○○○－○○）・無（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	施工規模(※3)
	○○（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	工事の種類
	


〈注記〉

	※1：
	単体で受注した場合は、「単体」と記載し、共同企業体で受注した場合は、共同企業体名とその構成員名を記載すること。さらに共同企業体の場合で、特定または経常の甲型の場合は出資比率を、特定または経常の乙型の場合は分担施工金額の比率を記載すること。

	※2：
	いずれかに○を付す。有に○を付した場合はCORINS登録番号を記載すること。無に○を付した場合は契約書（工事名、発注者、請負者、施工場所、契約金額、工期の確認できる部分）の写しを添付すること。

	※3：
	当該規模が確認できる設計図書等（特記仕様書等または図面及び数量表等（当該部分が判るよう着色等を行うこと。））の写しを添付すること。


（様式２－１）
配置予定技術者（主任技術者又は監理技術者）の能力
	配置予定技術者の従事役職・氏名

	主任（監理）技術者　　○○ ○○


	配置予定技術者の所属会社、雇用関係開始年月日（※１）
	○○株式会社

○○年○月から雇用

	法令による資格・免許（※２）


	1級建築施工管理技士（取得年月日）
1級土木施工管理技士（取得年月日）
技術士○○部門
監理技術者資格（取得年月日及び登録会社）
監理技術者講習（取得年月日）
（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	申請時における他工事の
従事状況等
（※３）
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○○年○○月○○日　～　平成○○年○○月○○日

	
	従事役職
	現場代理人・主任技術者・監理技術者

	
	本工事と重複する
場合の対応処置
	


〈注記〉

	※１：
	健康保険被保険者証等の写し、監理技術者資格者証等直接的かつ恒常的な雇用関係が明確に判断出来る書類を添付すること。

	※２：
	資格・免許等確認できる書類（1級建築施工管理技士又は1級土木施工管理技士の合格証明書、技術士登録書、監理技術者資格者証（表裏面とも）、監理技術者講習修了証）の写しを添付すること。

	※３：
	申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事について、本工事を落札した場合の技術者の配置予定等を記入すること。


（様式２－２）

配置予定技術者（放射線管理責任者）の能力

工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	配置予定技術者等の従事役職・氏名
(※1)
	放射線管理責任者　　○○ ○○

	配置予定技術者等の所属会社
	○○株式会社

	資格・免許の取得
又は所定の講習の受講
(※2)
	第１種放射線取扱主任者（取得年月日）
（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	放射線管理の実務経験（※３）
	業務名称
	

	
	勤務機関
	

	
	業務従事期間
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	役職
	

	
	業務概要
	

	申請時における他工事の従事状況等（※４）
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職
	

	
	本工事と重複する場合の対応措置
	


〈注記〉
	※1：
	複数の配置予定技術者等がいる場合、放射線管理責任者ごとに記載する（放射線管理責任者1人につき1様式）。

	※2：
	第１種放射線取扱主任者免状若しくは第２種放射線取扱主任者免状を有する者又は所定の専門教育機関等の講習を受けた者であることが確認できる書類の写しを添付すること。

	※3：
	業務従事期間が１年以上であることがわかるように記載すること。２以上の業務を記入し、それらの業務に係る従事期間の合計で１年以上となることとしても差し支えないが、この場合、それぞれの業務について、「業務名称」「勤務機関」「業務従事期間」「役職」「業務概要」を列記すること。また、記載したすべての業務に係る業務従事期間が確認できる書類（契約書、仕様書等）を添付すること（業務従事期間が添付書類等で確認できない業務に係る業務従事期間については、実務経験に参入しない。）。該当する業務が、福島地方環境事務所発注工事の場合でも、業務実施期間が確認できる書類（契約書、仕様書等）を添付すること。

	※4：
	申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事について、本工事を落札した場合の放射線管理責任者の配置予定等を記入すること。


（様式２－３）
配置予定技術者（品質証明員）の能力

	配置予定技術者の従事役職・氏名


	品質証明員　　○○ ○○



	配置予定技術者の所属会社、雇用関係開始年月日（※１）
	○○株式会社

○○年○月から雇用

	法令による資格・免許（※２）


	1級建築施工管理技士（取得年月日）
1級土木施工管理技士（取得年月日）
技術士○○部門
（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	現場経験年数（※３）
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○○年○○月○○日　～　平成○○年○○月○○日

	
	従事役職
	主任技術者・監理技術者・現場代理人・監督者


〈注記〉

	※１：
	健康保険被保険者証の写し等、直接的かつ恒常的な雇用関係が明確に判断出来る書類を添付すること。

	※２：
	資格・免許等確認できる書類（1級建築施工管理技士、1級土木施工管理技士、技術士の合格証明書等）の写しを添付すること。

	※３：
	CORINS・経歴書等、主任技術者、監理技術者、現場代理人、土木又は建築請負工事の監督を１０年以上経験していることが明確に判断できる書類を添付すること。


（様式３－１）

技術提案書（Ⅰ．施設の安全性や維持管理の容易性、コスト縮減、作業環境確保など、要求水準の仕様を踏まえた設計内容に関する提案（耐震安全性、躯体の品質確保、土量バランスのとれた造成計画、長期修繕コストの削減、結露・錆抑制対策）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他



※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
（様式３－２）

技術提案書（Ⅱ．搬入車両の安全に配慮した円滑で無理のない敷地内動線計画及び荷下ろし作業、定置作業の安全で円滑で無理のない施設内動線計画に関する提案）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他



※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
（様式３－３）

技術提案書（Ⅲ．廃棄物貯蔵施設の建設においては無事故、無災害が前提となるが、その実現に向けた安全対策と、万が一、事故等が発生した場合の再発防止への方策及び実施に向けた体制についての提案。）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他



※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
（様式３－４）

技術提案書（Ⅳ．廃棄物貯蔵施設における早期着工（工程管理、資機材確保、作業員確保）、貯蔵施設棟に対する出来形管理と品質確保（基礎工事、躯体工事等）に関する提案）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他


※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
（様式３－５）

技術提案書（Ⅴ．地元への配慮（地元での雇用や調達への配慮等の社会的要請及び通勤時の交通安全確保や交通渋滞緩和を含む。）に関する提案）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他



※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
（様式３－６）

技術提案書（Ⅵ．定置作業の作業性（受入時における情報管理方法や効率的かつ確実な定置作業の実施、取り出し作業を踏まえた定置）及び作業員の安全確保（作業安全教育や万が一に備えた貯蔵容器の転倒防止対策）に関する提案）
	＜記載要領＞
下記（１）～（４）について記載すること。
（１）提案の着眼点
　　（提案に着眼した理由、提案により期待される効果等を簡潔に記述すること）
（２）提案の内容
（提案の内容が判断できるよう、具体的に記述すること）
（３）期待される効果と根拠
（効果の根拠を実績により示す場合は、その内容が客観的に判断できるよう、必要な資料を添付こと。）

（４）その他



※技術提案事項の提案項目ごとにA4サイズ片面２枚以内で記述する。
